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仏典結集で収載 されなか っ た Rdy
’
ovjdasutta （諌王経）

パ ー リ註釈文献 の源泉資料 に関連 して

林 隆　嗣

0 ． は じめ に　現 行パ ー
リ三 蔵 は

， 仏典結集 を基礎 に して 最終 的 に上 座部大寺

派 の 「正 典 ，
canon 」 と して 排他 的 に 固 定化 した もの で あ る． そ の 正典 文書 と同

様 の 形 式や 内容 を持 ちなが ら正 典 の 枠か ら除外 され る文書 （「外典，ap ・cryphal 　w ・rks 」）

に つ い て は
，

こ れ まで 本格 的な調査検討 の 対象に され る こ とが な か っ た．

鰍 註 Sα加 α脚 祕 燕 （Sp　Iv．742）と戒本註 Kankhavitara4i　84 に は ，
　 dhamma の

分類 と内容 に 関連 して 当時の 上座 部 が 把握 して い た仏 教文献 が 整理 され て い る

（CE　Sdrasangaha　45）． そ の なか に 「三 つ の 結 集で 収 載 され な か っ た もの 」 と して

Kugumbasutta
，
　 Ral

’
ovadasutta

，
7掀 肋 姻 yα

，
　 Catupariva4a，　 Nandopananda， （Apala −

ladamana ） とい う現行パ ー
リ三 蔵 に存在 しな い 文書 一 覧 が あ る． こ れ らは A ．D ．5

世紀の パ ー リ註釈 期 とい うま さ に 三 蔵 が 閉 じ る時点 で 正 典 か ら除外 され る こ とが

確定 して い た 経 典 とい う意味で 「外典 」 とみ な しうる 文書群 で あ る ． こ の うち

κugumbasutta と Catupariva＃a ［−sutta コ に 関 し て は ， そ れ らが パ ー
リ註釈 文献 に 引

用 され て い る 事実 を指摘 し， 内容 や 成立時期 ， 上座部 文書 と して の 位置づ け な ど

をすで に 検討 した
1）
． 本稿 で は ， 同 じ リス トの Rby

’
ovddasutta （諌王経） に 焦点 を

当て
，

こ の 失 われ た上 座部 の 正 典外 文書 を明 らか に する．

1 ． ジ ャ
ー タカにおける rEjovfidasutta 現存パ ー リ語 文献 の うち，　 raj　ovadasutta

に 関連 す る言 及 は 3箇 所あ る． まず JZitaka（Ja）no ．420，
　S  ahgala 伽 ka の 現在物

語 の 冒頭 に 出 る
2）
．過 去物語 に は

， 王 （ボ
ー

デ ィ サ ッ タ） 自身が 説 く 「王 の 義務 」

に 関す る 6 篇 の 詩 が あ る ． もし も，
上 記 の 囘 ov 訌dasuttaが こ の

一 群 の 詩 を指すの

で あれば ， そ れは特定 の 経題で はな く， 普通名詞 「王 の 教誡条項」で ある． G ．P．

Malalasekera（Dietionap」・　・fPali　Preper　Names，　voL2 ，　London ：PTS，1974，　p．729） も， 当該

ジ ャ
ー タ カそ の もの を指す とみ なすが ， そ れ は ジ ャ

ー タ カ の
一
部 ，

つ ま り正典 内

文書で ある た め ， 仏典結集不 収載文書 と して の Rajovadasuttaで は ない
3）
．

2 ． 歴 史記述 の なか の rfijovZdasutta 次の 事 例 は
，
　 Sp と Mahavamsa （Mv ） に

お け るス リ ラ ン カ の 仏教伝 来の 伝 説 に関 連 して現 れ る． こ れ らは
，

マ ヒ ン ダ長老
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（210） 仏典結集で 収載 されなか っ た R〜加痂 ぬ 3競 α （諌王経） （林）

らが 来島後 どの よ うな機会 に誰 に対 して どの 経 を説 い た か を具体 的に 記録 して い

る が
，

そ の な か で 特定で きて い な い の は ， 彼 らが 最初 の 雨安居 に入 る 前 に 王 宮 内

で 説い た とされ る ［Mahd −］ap ρamadasutta ［−nta ］だけで ある
4）

（Sp と Mv の み ）．

　しか しAppamada 　［−sutta］ と題す る経 典 は 聖 典 に 数多 く存在する た め
，

こ の 箇

所 に解説 が必 要だ っ た よ うで ，律 蔵復 註の うち， 12世紀の サ ー リプ ッ タ作 Sbrat−

thadipanitikd （Sp−t）と
， 彼よ り少 し後に製作されたカ ッ サパ 作 Vimativinodanitika（Vmv ）

に は 共 通 して 「Ahguttaranikdya（AN ） 中 の Mah 五一appamidasutta で
，

“

rajovadasutta
”

と言わ れる 」 と記 され て い る
5）

（Mv の 復註は言及 な し）． こ れ が経典名 を指す の か ，

上 の Ja の 例 の よ うに 「王 の 教 誠条項 」 とい う意味 なの か は不 明で ある． だが
， 少

な くと も現行の AN に は Maha −appa 〃iadasutta や Rby
’
ovadasutta とい う名 の 経 は存在

し ない
6）
． で は ，

appamada （不放逸） とい う観念 と王 の 教誠 と い う内容 の 両要素

を満たす もの が AN に あ る だ ろ うか ，
　 Apρamdea と題 す る経 は

，
上 記 の AN 　III．364

を含め て 7 経 （AN ・1．11，
1．16，

1．35 ［Appamattakavagga］，
II．119，　III．364，　IV．27，

　V ．21，い ずれ も

漢 訳 阿含に対 応経 な し）あ る が ， そ の うち， バ ラ モ ン との 対話 で あ る AN 　III．364 と

devat5の 教 法を比 丘 に伝 える AN 　IV．27以 外 はすべ て 世尊が 比 丘 に 向けて 説法す

る 形式 の 経典で あ り，
王 へ の 教 誠 を含 ん だ もの は ない ． 逆 に

，
AN の 中で 世 尊 と

王 との 対 話 を含 ん だ もの は
， 第 5 集 第 5 「ム ン ダ王 品」 の なか の 2 経 （AN 　III．57−

62）， お よび 第 10集第 3 「大 品」の 1経 （ANV ．65）だ けで あ る． しか しい ずれ も

不放逸 と関係 ない た め
，

こ れ らの うち に Rdコ
’
oytlciasutta と考 え られ る もの は な い ．

3 ． 相 応 部註 に お け る r5jov 甜 a 最後 の 事 例 は ブ ッ ダ ゴ ー サ の 註釈 に あ る ．

Samyuttanikdya　1．100− 102 （iiL3．5） に 「山 の 喩 え」 と題 する経が あ り， 以 下 の よ う

に S∂ratthappakdsini （Spk　I．168）で は聖典 とは異 な る rajov5da の 説が 引用 され て い る ．

evam 　jurit　ca 　maccu 　ca 　ti　ime　dve　yeva　pabbata　gahit5．　rAjovade 　pana
“
jara　agacchati　sabba 甲

yobbanarp　Vilumpamgn5
”

ti
，
　evam 　jar互一mara 口a

−Vy互dhi−vipatti 　ti
，
　catt 互ro　p

’
　ete　agat五　va ．

「この よ うに老 い と死 とは」 とい うこ れ ら は ，
二 つ だ け の 山 々 として 理解 され て い る．

しか し，rajovada におい て は，「老い が や っ て 来 る，あ らゆ る若 さを奪 い なが ら」 と
，

こ

の よ うに 老 い と死 と病 と失敗 （vipa 衂 とい うこ れ ら四 つ と もが確か に伝承 され てい る．

　現存パ ー
リ文献 に

“

j　ara　Egacchati．．．
”

に 相 当す る文が 存在 しな い こ と ， さ らに ，

ダ ン マ パ ー ラ の 復註 Linatthapρakdgini （Spk−pt）（Be）1．200が 「函 ov 互da とは Rajovada−

sutta で あ る」 と言 い 換 えて い る こ とか ら
，

こ の
“

画 ov 甜 a
”

こ そ 「仏典結集で 収

載 され なか っ た」RiJ
’
ovadasutta と考え られ る ．

　被 註釈 経典 「山の 喩 え」 で は
，

王 の なすべ き務 め （画 出 arapiyani ）を果 た して い
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仏典結集で収載され なか っ た RdJ
’
ovfidasutta （諌王経）（林） （211）

る と主張する コ ー サ ラ 国王 パ セ ー
ナ デ ィ に対 して ， 四方か ら生 き物 を圧 し潰 しな

が ら山が 迫 り来 る 状況 を喩 え に 出 して
， 不可 避の 老死 に備 えて 善行 の 功徳 を積 む

べ きで あ る と世尊が 諭す． その 「老死」 の 語句を註釈する に あ た っ て ブ ッ ダ ゴ ー

サ は
”

raj　ovada
”

の 説 を補足 的 に 追記す る の で あ る． 注 目すべ きは ， 「老死」の 2

項 目 しか 説 か ない 聖 典 SN とは 明 らか に 異 なる 4 項 目を説 く砌 o 痂 ぬ に対 して 註

釈家が非 難 も排 除 もして い ない 点で あ る ． さ らに ダ ン マ パ ー
ラ も引用箇所 に 解説

を加 えて い る
7）
． こ の よ うに， 仏 典結 集で 収載 され なか っ た Rbl

’
ovadasutta が 「山

の 喩え」 に 関連 す る 内容 を含 ん だ もの と して 実在 し ， そ れが 5 世紀の パ ー リ註釈

家 に 知 られ て お り， しか も上 座部教 団に 受容 され て い た こ とが確 か め られ る ．

4 ． 他文献 の 「山の 喩え」 こ の 経 典の 身元確 認 をする ため に ， 先に r山 の 喩

え」 の 関連文 献を検討 して お こ う． まず 同 じ比喩 は 『根本説
一

切有部律』 「衣 事」

に見 られ ， 対応箇所が サ ン ス ク リ ッ ト語 で 回収で きる ． こ こ で は 四方か ら 「隙 間

の ない 大石 山」（mahaSailam 　parvataUi　akharpdarp 　achidram ．．．）が生 き物 を圧 し潰 して 迫

り来 る喩 えを 「老死 」 Gar5mararpa）に あて は め て
， 偈の 中で も

“

evarp 　jara　ca 　mutyug

ca
” 8）

とあ っ て ，　 SN の
“
evam 　jara　ca 　maccu 　ca

”
と一 致 して い る． しか し， 漢訳 阿

含 にお け る 「山の 喩 え」
9）

で は
，

い ず れ も比喩の 内容 は 4項 目で ある． 「雑阿含経』

T99 （1147），
　 voL2 ，305c で は 「悪劫 老病死 」 （宋 元 明 の 三 本 に従 う）， また 『別 訳雑

阿 含経』TlOO （70），　 vol ．2，　399aで は 「老 山病 山死 山衰耗之 山」 と あ る．
一 方 ， 『増

一 阿含経』Tl25 （ch．51，
8），

　 vol ．2， 828b（cf．638c）で は ， 四大畏 として 「生老病死 」

を挙げる． 「生 」に 関 して 「若生 来 時 ， 使 父 母懐憂 愁苦悩 不可 称計」 とあ るが ，

権勢 を誇る王 に 生 が迫 る とい うの は
， 死後 の 再生苦 を意味 して い る と して も， 不

自然 な教理 的改変 で ある． た だ し，
こ れは 大乗経典 『大般涅槃経』に も知 られ て

い て
， 「師子 吼菩薩品」で解説 され る 8 種 の 比 喩表現 の うち ， 非現実 の 仮想 「非喩」

の 具体例 と して 取 り上 げ られ る （T374 ，
v ・L12，536c8− 14； T375 ，v ・L12，　781c8−14）．

云何非喩．如我昔告波斯匿王．大王 ， 有親信人従四方来各作是言．大王 ，有 四大 山従 四

方来欲害人民．王若 聞者当設何計．王 言 ．世 尊， 設有此 来無逃避 処，惟 （唯）当専心持戒

布施 我即讃言． 善哉大 王 ， 我説四 山即是衆生生 老病死． 生老病 死常 来切 人． 云何大

王 ，不修戒施

こ れ は正規 の 経典 引用 で は ない が
，

上 記 阿含経典 をソ
ー

ス とする こ とは 明 らか で

あ る ． 四 山 を 「生 老病死」 に対応 させ る 点 で は 『増一 阿含経』 に 関わ る
10）

．

　以 上 の よ うに ， 漢訳 阿含経典の 「山 の 喩 え」は
一

様に 4 項 目を説 くが
， 経題 に

関 連が ない こ とか ら ， そ れ らを Rby
’
ovddasutta とみ なす こ とはで きな い ．
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（212） 仏 典結集で 収 載 され なか っ た RaJ
’
ovadasutta （諌王経） （林）

5． 引用 文の 様相 と諌王 経
“

rajovfida
”

の 引用 文で使用 され る語 彙や フ レ ー

ズ を調 べ て み る と
， まず jara　agacchatiとい う表現 は ニ カ ー ヤ にお ける 四苦 の 定型

句 （D 〜g伽 ’  α H307 ，拗 海 剏 α掀 伽 1．62） で も用 い られ ，
　 yobbanaも ニ カ ー ヤ で 散

文 ・韻文 と もに
一 般 的で あ る． vilumpati に は年齢 的な衰 え を表現す る 例 は ない

が ， 財の 強奪や 国 な どの破滅 の 意味で 使用 され る ． こ の こ とか ら少 な くと も上 座

部大寺派伝承 の パ ー リ文献 として 異質 な要素 （非上 座部的表現） を示 す もの は ない

が ，
こ の 短い 引用 か ら部派的特徴 を抽 出する こ とは 不 可能で ある ．

　 しか しこ の
一

節が註釈家の 言葉で 随意 に ま とめ た もの で は な く経典 か らの 実際

の 引用 で あ る こ とや ダ ン マ パ ー ラ の 註記の 信頼性 ， そ れ らは 諫王 経 の 実在に よ っ

て 払拭 され る． Sp の 「外典 」 リス トを検討 した Adikaram 　
ll）

は ， （Spk の 引用 に は

気 づ かずに）Raコ
’
ovadasutta が 『大 明三 蔵聖 教 目録 （南條 目録）』で R可御 α痂 4α  とい

う梵語 名が 付 さ れ た 漢訳 （お よび蔵訳 ）諌王 経類 に 関連する の で は な い か と推 察

したが ，
こ の 重要 な示唆は こ れ まで研 究者の 目に留まる こ とが なか っ た ．

　諌王 経 は
， 漢訳 で は沮渠京声訳 （または失訳）『仏説諌 王経』（T514 ）， 玄奘訳 『如

来示教 勝軍 王 経』 （T515）， 施護訳 『仏 説勝軍 王所問経』 （T516）， 義浄訳 『仏為勝

光 天子 説王 法経』 （T593 ）の 4種が 経集部 （v ・1，14）に 収め られ て い る
12）

． 内容 は
，

世 尊が プ ラ セ ー ナ ジ ッ ト王 に対 して 数々 の 比 喩 を もっ て 正法 に よ る統 治 を勧 め
，

無常 を教示す る もの で あ り， そ こ に 阿含 ・ニ カ
ー

ヤ 由来の 「山の 喩え」が 確か に

存在 す る． しか も Spk の 指摘通 り， 四 山に応 じて
， 沮渠京声訳 （また は失訳 ）「老

病 死棄捐 」， 玄奘 訳 「老 病死 衰」， 施護訳 「邪行 老病 死 」， 義 浄訳 「老 病死 失勢」

とあ り，4 項 目が 挙 げ られ る． 1項 目 （棄捐，衰 ，邪行 ， 失勢 ）に つ い て は訳 語が

一 致せ ず ，
正 確 な原語が不 明で ある ． また

， 各項 目に 以下 の 説 明が 付 され る ．

・『仏 説諌王経』「老至体枯．病 来心悩．身死 神去．所 珍宝 皆当棄捐不可 得保 ．」 （786a

lO−11）
・『如来示教勝軍王 経」「

一
者老来逼害磨滅衆生少壮．二 者病来逼害磨滅衆生調適．三 者

死来逼害磨滅衆生寿命．四者衰来逼害磨滅衆生 興盛 ．」 （787c27−29）
・『仏説勝軍王所 問経』 「邪行若生壊滅正行，老怖若来壊少年相．病怖若来壊安楽法．死

怖若来壊滅寿命．」 （789c16−18）
・『仏為勝光天子 説王法経』「老若来時令人衰悴．疾病若至 能生苦悩 ，死期厳然 必 当命断．

勢若失時滅 其威力」 （126a7−9）

　老 の 説 明文 は Spk で の Rのo晦 跏 の 引用 文
“

jara　figacchati＿
”

に対応 す る よ う

に も見 える が ，
こ れ も漢訳 文が不 同で

， 原文は 判 断で きない ． た だ ，
こ れ らは

『別 訳雑 阿含 経』 と 『増
一

阿 含経』 の 「山 の 喩 え」 に お け る老 い の 説明
13）

と も類
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似 して お り，
こ の 説 明文 は比 喩 と共 に 阿含経典か ら継承 して きた と考 えられ る。

　 西 蔵 大蔵経 の 「経部 （諸経部）」 に 収 め られ て い る 蔵訳 の 諌 王経 は
，
Jina皿 itra

，

Silendrabodhi
，
　 Y 的 hes　sde 共訳で 経題 phags　pa 　rgyat 　po　la　gdams 　p α　zhes 　bya　ba　theg

pa 　chen 　po　
’

i〃mdo ＝ Arya一吻 扉vα痂 4訛 α
一na

−
ma −mahdydnasittra が示す通 り大 乗経典 とみ

な され て い る
14）

． 該当箇所 （D221 ，
Dza・80b2− 3；Q887，　Tshu　84a8）は以 下 の 通 り．

bzhi　gang　zhe 　na ！rga 　ba　dang！na 　ba　dang　1
’
chi 　ba　dang　f　rgud 　pa

’
o 〃rgya ］po　chen 　po　rga 　ba　ni

− （Q ：jom　zhing ）1

四 つ と は何 か と い え ば ， 老 ・病 ・死 ・失 敗 （rgud 　pa ＝vipatti ）．大 土 よ，老 い は， 若 さ

（dar　la　bab　pa ・　yauvana）を圧 迫 しなが らや っ て 来る ．

下 線で 示 した箇所 は ，

‘’
jar5　agacchati ［sabbam ］yobbanam 　vilumpam …ina

”
の パ ー

リ語

とほ ぼ
一 字一

句対 応 し
15）

， さ らに jarE−rnararpa −Vyadhi−vipatti の 4 項 目も
一

致 して い

る． こ の こ とか ら， ブ ッ ダゴーサ が Spkで 引用 した Rby
’
ovada は この Ra／avavddakastitra

（諌王 経）と同 じもの と考えて よい だ ろ う．

6 ． Su
“
trasamuc αaya に引用 さ れ た諌王 経 諌王経類 は NagErjuna作 と伝 え ら

れ る Stitrasamuccayaに 2 回 引用 され る
16）

． 法護等 に よ る 漢訳 『大 乗 宝要 義論』 （T

1635
，
voL32 ）で は

， まず ， 『勝 軍王 問経』 か らの 長文 引用 （52a20−52b4）で は ， 施護

訳 （T516） の み に 見 られ る エ ン デ ィ ン グ の 付加部分 （790c23以 降） とあ る 程度対応

す るが ， 無数仏 が 出 現 し無数の 法輪 を転 じて 衆生 を得 度 させ る とい う大幅 な （大

乗 的 ？）ア レ ン ジが 見 られ る． 次に ， 『勝軍王 所問経』の 引用 （58b28− 59a15）の な

か に ， 「大王 よ ， 是 の 如 く応 に 知るべ し． また 四大 山有 り，
四 方 よ り来 た る が 如

し」で 始 ま る 「山の 喩 え」 が 存在 す る ． 列挙順 は 異 なる （老病死 邪行） が ， 訳文

も含め て 施護訳 （T516 ） と一 致 し， 該 当箇所 も同 じ 「老怖 若来壊少年相」で ある ，

　Sfitrasamuccayaの 蔵訳 は さ らに有益 な情報 を提供 す る ． 引用 経典名 は漢訳 の 経

題 と同 じg5α 1即 α1継 5　z 加 3　p α ［
’
i　mdo ］ （＝ PrasenaJ

’
itparipgeccha［−sfitra ］）で あ り， 該 当

箇所 （D3934 ，
　Ki　168b4−5，

　Q5330，　A 　197b5−6）は以下 の 通 り．

　 rgyal 　po　chen 　po　bzhi　gang　zhe 　na 　1
’
di　lta　ste ！rga 　ba　dang ！nad 　dang　1

’
chi 　ba　dang！rgud 　pa

’
o 〃

　 rgyal 　po　chen 　po − 1

訳者は蔵訳の 諌王経 と同 じで あ り， 訳文 もほ ぼ 同 じで あ る ． こ の こ とか ら
， 『大

乗 宝 要義論』 で の 「邪行 」 は本来 砌 o痂 4α5瞬 α と同 じ vipatti で あ り， 「老怖 若来

壊 少年相」 の 原文 もパ ー
リ文

‘
jar訟 gacchati．，．

”
に 相 当す る と考 え られ る ． そ れ

は さ らに
， 同 じ訳 文 をもつ 施護訳 の 該 当箇所 に もあて は まる こ とに なろ う．

7． 大乗経典 として の 諌王経　諫王 経 は
，

ス リ ラ ン カ上 座 部や イ ン ドの 諸部
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派で 三 蔵 とは 区別 され なが ら広 く共有 され て い た と考え られ るが ， 上 記の 通 り，

蔵訳 で は 「大乗経典」と題 され て お り， 『大乗宝要義論』が 引用 す る 『勝軍 王 問経』

は 多分 に 大乗 的で あ る ．爵纈 3 α臓 co αアα （Siks　9− 10）や BhavanOkrama （Bhk 　191−192；

『広 釈 菩提心 論』T1664
，
　vol ．32， 564a−b）に は 吻 αrα∠1脚

一
吻 跏 α痂 4諞 α5齔rα の 引 用が サ

ン ス ク リッ ト語で 回収で きる． これ は 六波羅蜜や菩提心 に 言及す る こ とか ら明 ら

か に 大乗 経典 で あ り， 内容 も上 記 の 諌王 経類 とは 異 な る ソ
ー ス で あ る ． Siksで

「Apara −」 と冠 したの は ， 著者 Santidevaが二 系統 の 諌王経 を知 っ て い た か らか も

しれない ． 『大乗宝要義論』の 訳者 と同 じ法護等の 漢訳 『大乗集菩薩学論』（T1636 ，

v ・1．32，・77b3−24）に お い て も 『善諌経』 とい う異名が 用 い られ て い る．

8 ． まとめ　上座 部大寺派 で は ， 註釈 期 に 文書
一

覧が確定 し三 蔵が 最終的に 閉

じる まで
， 教 団に伝承 され た文書の 整理 と正 典化の 作業が 続け られて い た ． こ の

過程 で 経典 の 多 くは経蔵 に組み 込 ま れ て い っ たが ， 何 らか の 理 由で正典外 部 に取

り残 さ れ た 経 も存 在 した． そ れ らは ， 同 じ註 釈 期 に 認 定 され た 「非 仏 語 （a−

Buddhavacana ）」
17）

の よ うに
， 四 大教 示 に 照 ら して 放 棄すべ き もの （SumahgalavildSini

［Sv］IL566 ＝Man ・ 翩 加 舜 r 頗 ［Mp ］III．160）， 「非難 され る べ き経 （g互rayhasutta ）」（Sv・IL568
，

Sp　1．232）， 「教 典とい う正 しい 教 え に見せ か けた もの （pariyatti・saddhamma −patir［lpaka）」

（Spk 　IL202）とい っ た扱い や評価 を受ける文書で は なか っ た． 今回 ， 諌王 経が ，
上

座 部大寺 派で 結集不収載経典 と して知 られ ， 実際 にパ ー
リ註釈文献 に引用 さ れ て

い た事実を発見 した こ とに よ り， 上記 の 文献的実情 を一 層 明確 にす る こ とが で き

た ． しか もこ の 場合 ， 漢訳 ・蔵訳 の 現存対応経 に 特定で きた こ とで 全 容 を知 りう

る極め て 珍 しい 事例 とい える．

　漢訳 で は A ．D ．464年訳 出の 『仏説諌王 経』 （T514 ） （失訳な ら年代不明）が 最 も古

い が ， 遅 くと も 5 世紀前半 の 上 座 部大寺派 に 存在 して い た とい う文献的事実 は ，

経典 の 成 立 と伝 播 を考 察す る うえで 重要 な情報 に なる ． 平等通昭 は， 『如来示教

勝軍王経』 の 内容が 原始的無常観 の 域 を出 ない 「ニ カー ヤ的」 で あ る と指摘 して

い る （『国訳
一

切 経 ・経集部二 』大東 出版社 ， 1973，p．150）が
， 現 存 阿含 に も含 まれ て

い な い こ とか ら ， 他部派 にお い て も三 蔵 の 枠 外 に存 して い た と考 え られ る ． こ の

経は改変や増広 に よ り多 くの 異本が生 み 出され
， 広 範囲 に普及 し ， 大乗に も知 ら

れ て い た ． さ らに ，
Sditrasamuccayaに 引用 さ れ た Pr α3ε吻 吻 α吻 rco兢 の よ うに大

乗化 した もの や Siksと Bhk に 引用 され た さらに 別バ ー ジ ョ ン の 経 も存在 した ．

　上座部で 現存 しない 正典外文書が註釈 文献に活用 され ， しか もそれが漢訳 や蔵

訳で も広 範囲に確認 で きる ケ ー ス は珍 しい が
，

こ うした 「外 典」 の 調査 収集 は
，
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パ ー
リ註釈文献 の 源泉 資料 の 解 明 に資す るだ けで な く， 仏 教経典 の 存在状況 や 上

座部の 聖 典 （正典）観
・仏語 （Buddhavacana ）観を考察する うえで 新た な視点 を提供

し ， 問い 直 しを迫 る重要 な課 題 と して今後とも取 り組 ん で い か なけ れ ば な らな い ．

1 ）拙稿 「仏典結集で 収載 され なか っ た 経典　　Kulumbasutta と Catuparivattasuttaを中

　心 に　　」 『パ ー リ学仏教文化学』 27，2013掲載予 定．

2 ＞Ja　lll．439： ida卑 satth 巨Jetavane　viharanto 順 jov醐 asuttalp 　arabbha　kathesi．また
，
　 Ja　no ．151

　と no ．334 に Rfijovada−jatakaと い う1司名の 異話が ある ．前者は王 か ら王 へ ，後者 は修行

　者か ら王 へ の 教誡 が 語 られ る物語 だが ，
Sp で挙げ られ た経典 とは無 関係 で あ ろ う．

3）現在物語 で は冒頭 の 文 に続 い て 「師 は王 に乞 わ れて 過去 の こ と を引用 した j とあ る ．

　王名 はな い が， コ ーサ ラ 国ジ ェ
ー タ林で の 出来 事で あ り，連 結 にお い て も 「師 は コ ー

　サ ラ 王 の ため に教 誠 と して こ の 法の 説示 を引 用 して か ら…」 とあ る こ とか ら ， 釈尊時

　代の コ ーサ ラ 王パ セ ー ナ デ ィ に対する教誠 を予想させ る．そ うで あれ ば ， 「諌王経」

　を指す可 能性 も出て くるか．

4）Sp　I．82： sattame 　pana　divase　ther蕊 antopure 　rafifio ［Mah 翫一］Appamfidasuttarp 　katha−

　yitv巨．．，； Mv 　l30 （xv1 ．3）： rajagehamhi 　bhufijitv瓦　mah 互rafifio　mah 巨mati 　！　MahappamEda −

　suttanta 叩 desayitv匪tato　va 　so　11

5 ） Sp−1 （Be）1．169 ＝ V 皿 v （Be） 1．34，（Se）1．52： Appamadasuttan 　ti　Afiguttaraniksye　Mah 五一

　appam 巨dasutta卑 ，　rajovfidasutta 皿 ti　vuttam 　hoti．

6 ） こ の箇所に 関 して ，Sp−t （Be）の 脚注で は
“
Ah 　2−329　pi其he

”
と指示する．　 AN （Be）

　の 第2巻 p329 以 降は Soロasuttam と名づ けられ た経だが ，そ こ に は放逸 ・
不放逸の 論

　議 も国王 に対 す る教 誠 も見 ら れ な い ． そ の た め
，

こ の 経 は あて は ま らな い ．
一

方 ，

　Vmv （Se）1．52 で は，脚注 で
“
Afi　Paficaka．221407

”
と指示す る． タイ王 室 版 AN の 第

　3 巻 p．407 の Appamadasuttaか． こ れは， 第 6 集第 5品 「ダ ン ミ カ 品」 の 第 11経 （＝

　Ee　lll．364）に相 当する ． しか し
，

こ の AN 　iii。364の 経 は バ ラ モ ン と世尊 の 対話で あ り，

　国王 に 対する教誠 とは 関係な い もの で ある ． こ の ように
，

ビル マ ・タ イ版 で異 な る指

　示が ある の は，それ ぞれ の 上 座 部の 伝統や 伝承上 の 問題 とい うよ りも，む しろ近代編

　者に よ る恣意的 な同定に起因す る と思 われ る．

7 ） Spk−pt （Be）L200 ： g々at乙 va 　tattantiy5　anurUpattharp ．　vilumpaman δ ti
，
　iti　saddo 　Edi−attho ．

　vipatti 　ti　bhogaparoh蝕 adivinaso，

8 ）Nalinaksha　Dutt
，
　Gilgit　Manuscripts

，
　vol ．Ill， 2 （Srinagar： Research　Department， 1942）， p．76

　（c£ Klaus　Wille
，
　http：1！gretiLsub．uni −goettingen．de！gret＿utf ．htm＃VinvO7）；蔵訳 （D1 ，

　Ga　82a7；

　QlO30，
　Nge 　80a3）：

“
de　bzhin　rga 　dang ’

chi 　ba　yis．
”

9）Jin−il　Chung
，
　A　Survey　of 　the　Sanskrit　Fragments 　Corresponding 　to　the　Chinese　Sam −

　yuktagama（山喜房仏書林 ， 2008），
　 p．220参照．

10）さ らに こ の 比 喩 は 『大般涅槃経』か ら発 して 唐代 の 様 々 な註釈書 を通 じて 中国で 広

　 く普及 した よ うで あ る ．行満 『涅槃経疏私記』 （卍続蔵 660，
voL37 ）， 智周 『法華経 玄

　賛摂釈亅 （卍 続蔵 636，vol ．34），法祟 『仏頂尊勝陀羅尼経教 跡義記』（T1803 ，
　voL39 ）， 宗

　密 『円覚経大 疏釈義鈔』 （卍続蔵 245， voL9 ）お よび 『円覚経略疏鈔』（卍続蔵 248，　vol ．9），
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　 澄観 『大方広仏華厳経随疏演義鈔』 （Tl736，　voL36 ），湛然 『止 観輔行伝弘決』 （T1912，

　 vol ．46）， 道逞 『法華経文句輔正 記』 （卍続蔵 593
，
　voL28 ） な ど参照 ．

11） See　E．　W ．　Adikaram，
　Ear！y　History　ofBuddhism 　in　Ceylon （Colombo ： M ．　D．　Gunasena，

　1946／repr ．，　Dehiwala ：Buddhist　Cultural　Centre
， 1994）， p．99．

12）諌王経類の 文献情報や研 究状況に つ い て は
， 菅原泰典 『経集部小経解題』 （自費出版 ，

　2000）， pp．83−85参照．近年で は ， 本田正己 「『仏説諌王経』 に説か れ る譬喩」 『印度学

　仏教学研究』53 （2） （2005）：636−638の 研究 もある．

13） 『別 訳雑阿含経』「老 山能壊壮年盛i色」 （TlOO，
　vol ．2，

　399aS）， 『増一
阿 含経』「若老来

　至 無復少壮 ， 壊形貌支節漸緩」 （T125 ，
　voL2

，
828b7−8）．

14） なお ， 蔵名で 同 じ経題 の D214 ；Q880は ，
　 VaiSallの Udayana王へ の 説法 を内容 と し ，

　梵語名 は Rdj
’
adaia −mahdyjn ［zsfitra であ る．

15） また ， 他の 項 目の 説明も同 じよ うに
“
．．．agacchati［sabbam ］．．　．　vilumpamdna

”
の フ レー

　ズ が 定型 的に用 い られ て い る こ とが 見 て とれ る． na 　ba　ni 　nad 　med 　pa　
’
joms　shing （P ； zhing ）

　
’
ong ！rgyud　pa　ni　phun　sum 　tshogs 　pa　thams 　cad 　

’
joms　shing （P ： zhing ）

’
ong 　／　

’
chi 　ba　ni 　srog

　
’joms　shing （P ： zhing ）

’

ong 　ste　1 （病 は，無病を圧 迫 しなが らや っ て 来 る．失敗 は，すべ

　て の 成功 を圧 迫 しなが らや っ て 来 る．死 は，寿命を圧迫 しなが らや っ て 来る もの で あっ て ．）

16）Sfitrasamuceayaの テ キス トと作者 ， 研究史の 概要に つ い て は ， 『梵語仏典の 研究 皿 論
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